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寄付金のお願い
　高野山大学では、同窓生をはじめ、皆様からの寄付金を募集しており
ます。これは、現在取り組んでいる、高野山霊宝館との連携や学習・
就職支援室の運営などをはじめ、大学での教育・研究活動の充実と質
の向上を目的とした寄付金の募集でございます。

　頂戴いたしました寄付金は
○大学との設備・備品費などの諸経費
○地域との連携事業の経費
○学習・就職支援室の活動費
などに用いさせていただく予定です。
　高野山大学では、学生や社会に選ばれる大学を目指し、"魅力ある大学
づくり"をキーワードにこれからも様々な教育改革に取り組んでまいり
ます。
皆様におかれましても、高野山大学への引き続きのご支援をこころより
お願い申し上げます。
この趣旨に賛同していただける方は、お手数をおかけいたしますが、高野山
大学総務課（電話0736-56-2921、ＦＡＸ0736-56-2746）までご連絡
ください。
ご連絡をいただきました方には、大学から、
○寄付申込書　○寄付金用振替用紙　○返信用封筒
をお送りさせていただきます。なお寄付金は、一口2,000円以上と
させていただいております。
皆様のご支援とご協力を、重ねてお願い申し上げます。

【ご注意】
今回の学報に同封しております振替用紙は、同窓会費の振替にのみご
利用下さい。

講師派遣制度をご利用ください
　各機関(本山・宗団・同窓会・宗務支所・高野山真言宗寺院)さまへの、本学
教員の講師派遣は大学公務として取り扱っております。

【講師派遣お申込み手順】
1.高野山大学公式ホームページの[大学案内]「講師派遣」から、「講師
派遣依頼フォーム」より、必要事項（ご希望の講師名、日時、場所、講
演テーマ等）を記載の上お申し込みください。

2.講師との調整がとれ次第、依頼主さまへ折り返しご連絡いたします。
※「講師派遣依頼書」を提出していただく場合もあります。

【注意事項】
1. 講演料（手取り額）
　　60分　　￥20,000
　　90分　　￥30,000
※講演料のみを直接講師に手渡ししてください。
2.交通費・宿泊費は、本学にて負担します（「高野山大学旅費規程」による）
3.講演が複数日あるいは長時間にわたる場合の条件は、講師と直接調整
してください。
4.大学を経由せずに、直接講師に依頼する場合は、この申し合わせの対象
外とします。

※講師派遣依頼のお申込みは、
　HP掲載の様式をお使いください。

　こちらのQRコードからもアクセスできます。〉〉

と

高野山大学文学部

社会人3年次編入

人間学科心理ケアコース
（社会人3年次編入）

密 教 学 科
（社会人3年次編入）

●生と死、ケアとはなにかを学べる

●他業界の仲間たちと学べる

●生活スタイルに合わせた講義
（昼間と夜間に開講）

●取得可能資格　
・認定心理士
・スピリチュアルケア師

●密教・仏教の世界を学ぶ

●自身の死生観を問い直す

●南海なんば駅徒歩3分

●長期履修制度あり

●返還不要の給付型奨学金制度

●瞑想などを
僧侶からの講義で学べる

●自分のペースで学べる

特　徴

人間学科心理ケアコース／密教学科

2020年度　入学試験日程（大学・別科） ※合格発表は本人宛郵送と本学にて掲示（10：00～15：00）。

試験種別 出願期間 試験日・試験地 合格発表 手続期間 試験科目

一般選抜入試（前期）
2020年 1/7（火）～1/24（金）消印有効

2/3（月）
本学・東京・大阪
(難波サテライト)

2/7（金） 2/7（金）～2/24（月） 国語総合（50分100点）
小論文／コミュ英語（50分100点）

社会人入学試験 2/3（月）
本学 2/7（金） 2/7（金）～2/24（月） 小論文（50分100点）／面接

留学生入学試験Ⅱ期/
留学生編入学試験Ⅱ期 2020年 1/7（火）～1/24（金）消印有効 2/10（月）

本学 2/14（金） 2/14（金）～3/6（金） 日本語／面接

3年編入学試験（後期）／
社会人編入学試験(後期)

2020年 2/17（月)～3/13(金）必着
窓口受付は3月13日(金)午後4時まで

3/17（火）
密教学科難波社会人編入／
人間学科心理ケアコースは

難波サテライトで受験

3/19(木) 3/19（木）～3/27（金）
窓口手続き可

小論文（50分100点）／面接

別科入試Ⅱ期 試問票／面接

一般選抜入試(後期) 国語総合（50分100点）
小論文／コミュ英語（50分100点）

入学試験日程（大学院　通学制／通信制）
通学制 出願期間 試験日 合格発表 手続期間 試験科目

大学院【後期入試】
修士博士前期課程コース・
修士社会人コース・修士僧侶コース・
大学院博士後期課程

2020年 2/3（月）～2/21（金）消印有効 2/29（土） 3/5（木） 3/5（木）～3/19（木）
修　　　士／密教学・仏教学、語学（英語）、面接
修士社会人／密教学、仏教学、面接
修 士 僧 侶／密教学、仏教学、面接
博　　　士／語学（英語）、専門科目、面接

通信制 出願期間 一次審査発表 二次面接 二次合格発表 手続期間

大学院密教学専攻通信教育課程【後期入試】 2020年 1/7（火）～1/24（金）消印有効 2/5（水） 2/22（土） 2/26（水） 2/26（水）～3/13（金）

出願期間 選考結果通知日 手続期間

科目等履修生春季募集 2020年 1/21（火）～2/21（金）消印有効 3/6（金）までに本人へ通知 ー 到着日から10日以内



夏
期
・
秋
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ

令
和
元
年
７
月
26
日
か
ら
８
月
１
日
ま
で
、大
学
院
通
信
教

育
課
程
の
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。受
講
者
は「
曼

荼
羅
の
研
究（
乾
龍
仁
）」が
48
名
、「
密
教
瞑
想
法（
佐
藤
隆
彦
）」

が
37
名
、「
悉
曇（
五
十
嵐
啓
道
）」が
10
名
で
し
た
。

10
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
の
秋
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
受
講
者

は「
密
教
と
異
宗
教（
Ｔ.

Ｊ.

ロ
ボ
ア
ム
）が
12
名
、「
イ
ン
ド
密
教

美
術（
森
雅
秀
）」が
20
名
、「
現
代
布
教
論（
近
藤
堯
寛
）」が
14
名

で
し
た
。

密
教
研
究
会
学
術
大
会

令
和
元
年
７
月
12
日
、

13
日
の
両
日
、高
野
山
大
学

を
会
場
に
密
教
研
究
会
の

令
和
元
年
度
学
術
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。密
教
研
究

会
は
1
9
1
8
年（
大
正
７

年
）に
高
野
山
大
学
内
に
結

成
さ
れ
て
以
来

100
年
以
上

に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
き

た
我
が
国
有
数
の
密
教
学

の
専
門
学
会
で
す
。

初
日
は
呂
建
福
先
生
に

よ
る
特
別
講
演「
中
国
密
教

研
究
の
諸
問
題
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。呂
先
生
は
中
国
陝

西
省
西
安
市
に
あ
る
陝
西
師
範
大
学
の
教
授
で
あ
る
と
共
に
同

大
学
の
宗
教
研
の
セ
ン
タ
ー
の
主
任
を
務
め
て
い
ま
す
。先
生
は

中
国
密
教
研
究
の
第
一
人
者
で
、中
国
に
お
け
る
こ
の
分
野
の
開

拓
者
で
す
。

講
演
は
中
国
密
教
研
究
の
現
状
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
大

局
的
な
見
地
か
ら
論
じ
た
も
の
で
、聴
衆
に
多
大
な
刺
激
と
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。懇
親
会
の
席
で
も
、先
生
は
参
加
者
か
ら
の

質
問
に
率
直
に
答
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

な
お
呂
先
生
の
発
表
原
稿
の
翻
訳
と
通
訳
に
は
、高
野
山
大

学
大
学
院
博
士
課
程
の
二
人
の
中
国
人
留
学
生
が
力
を
発
揮

し
、運
営
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

通
信
夏
期
研
究
発
表
会

令
和
元
年
８
月
５
日
に
、通
信
夏
期
研
究
発
表
会
が
行
わ

れ
、８
名
の
通
信
生
が
日
ご
ろ
の
研
究
の
成
果
を
教
授
陣
や

通
信
生
を
前
に
発
表
し
ま
し
た
。通
信
教
育
で
は
研
究
発
表

会
の
発
表
を
終
え
な
け
れ
ば
修
士
論
文
提
出
が
で
き
ま
せ

ん
。活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、発
表
者
は
論
文
作
成
に
向

け
て
意
欲
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

名
誉
教
授
贈
呈
式

令
和
元
年
７
月
17
日
本
学
第
２
会
議
室
に
お
い
て
、高
野
山

大
学
名
誉
教
授
号
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、高
倉
正
行
教
授
、下
西
忠
教
授
の

両
名
が
本
学
名
誉
教
授
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、下
西
教
授
が
出
席
し
、乾
学
長
よ
り
名
誉
教
授
号

の
授
与
を
受
け
ま
し
た
。

下
西
名
誉
教
授
か
ら
は「
こ
れ
か
ら
高
野
山
大
学
の
さ
ら
な

る
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
」と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。夏

期
集
団
加
行

令
和
元
年
度
よ
り
、大
学
加
行
を
真
別
処
圓
通
律
寺
道

場
、専
修
学
院
尼
僧
部
道
場
へ
委
託
す
る
こ
と
と
な
り
、男

子
は
８
月
４
日
か
ら
９
月
19
日
ま
で
、女
子
は
８
月
３
日

か
ら
９
月
21
日
ま
で
、各
道
場
に
お
い
て
夏
期
集
団
加
行

を
行
い
ま
し
た
。

伝
授
阿
闍
梨
を
真
別
処
は
添
田

昭
和
尚
に
、尼
僧
道

場
は
酒
井
道
淳
門
主
に
お
勤
め
頂
き
、加
行
者
は
約
50
日

間
、僧
房
に
住
し
て
修
行
に
一
意
専
心
し
ま
し
た
。

今
期
の
加
行
者
は
、
前
期
７
名
（
大
学
院
１
回
生
２

名
、密
教
学
科
３
回
生
３
名
、高
校
生
２
名
、（
内
尼
僧
２

名
））、後
期
４
名（
密
教
学
科
３
回
生
２
名
、同
２
回
生
２

名
）の
計
11
名
で
し
た
。

学
位
記
授
与
式

令
和
元
年
９
月
11
日（
水
）午
前
11
時
か
ら
本
学
第
二
会
議

室
に
お
い
て
、第
92
回
学
位
記
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。大

学
院
通
信
教
育
課
程
２
名
と
学
部
１
名
が
乾
龍
仁
学
長
か
ら
学

位
記
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
卒
業
生
と
先
生
方
と
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、食
事
を

と
り
な
が
ら
学
生
時
代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

保
護
者
懇
談
会

令
和
元
年
９
月
14
日
に
保
護
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
本
年

度
入
学
者
の
保
護
者
を
中
心
に
11
組
の
方
が
学
長
・
副
学
長
を

は
じ
め
教
職
員
ら
と
学
生
生
活
・
学
習
計
画
な
ど
に
つ
い
て
懇

談
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
私
立
大
学

ブ
ラ
ン
デ
ィ
グ
事
業

「
高
野
山
研
究
に
お
け
る
古
絵
図

資
料
の
可
能
性
と
そ
の
活
用
」開
催

令
和
元
年
10
月
６
日
、本
学
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
に
お
い

て
、本
学
主
催
・
高
野
七
口
再
生
保
存
会
共
催
・
南
海
電
気
鉄
道

株
式
会
社
後
援
で
表
記
の
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま

し
た
。

会
場
は
満
員
の
70
名
の
方
々
が
聴
講
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
山
陰
加
春
夫
本
学
名
誉
教
授
に
よ
る「
高
野
山
の

聖
た
ち
ー
高
野
山
一
心
院
谷
の
場
合
ー
」と
題
す
る
基
調
講
演
。

第
二
部
は
小
林
健
二
国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
の「
太

閤
秀
吉
の
高
野
参
詣
で
新
作
上
演
さ
れ
た
豊
公
能
を
巡
っ
て
」

と
題
し
た
特
別
講
演
。

第
三
部
が
、山
陰
名
誉
教

授
・
佐
藤
隆
彦
密
教
文
化
研

究
所
所
長
・
入
谷
和
也
高
野
七

口
再
生
保
存
会
事
務
局
・
藤
田

実
紀
株
式
会
社Stroly

・
櫻
木

潤
本
学
講
師（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）の
５
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、古
絵
図

や
モ
バ
イ
ル
機
器
を
用
い
た
歴

史
探
索
や
観
光
の
可
能
性
な

ど
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
報
告

令
和
元
年
７
月
28
日
、10
月
13
日（
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
）

に
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。７
月
28

日
は
今
年
度
も
昨
年
度
同
様「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。本

校
で
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、瞑
想
や
精
進
ラ
ン
チ

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、43
名
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
月
13
日
の
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、39
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
か

ら
、模
擬
講
義
に
密
教
学
科
、人
間
学
科
両
方
を
行
う
こ
と
に
な

り
、ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
ど
ち
ら
も
好
評
で
し
た
。参
加
者
の
年
代

は
20
代
か
ら
70
代
ま
で
と
幅
広
く
、生
涯
学
習
へ
の
関
心
の
高

ま
り
を
示
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
１
月
19
日
、２
月
16
日

に
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

学
友
会
地
域
貢
献
活
動

高
野
山
大
学
学
友
会
は
、令
和
元
年
10
月
15
日
、16
日
の
２
日

間
、高
野
山
の
地
主
明
神
で
あ
る
高
野
明
神
の
大
祭
に
参
加
し
ま

し
た
。15
日
の
宵
宮
で
は
、高
野
山
商
工
会
青
年
部
と
と
も
に
神

輿
を
担
ぎ
、16
日
は
、明
神
社
前
に
て
法
要
の
後
、中
学
生
と
と
も

に
神
輿
を
担
い
で
山
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

学
友
会
で
は
、６
月
15
日
の
青
葉
祭
の
ね
ぶ
た
製
作
や
巡
行
・

大　学　通　信
教育学科新設（2021年予定）にむけて

曼荼羅祭2019　開催 高野山大学オープンキャンパス2019
SECRET CAMPUS~目覚めよ、秘められし「己」の力～

高野山学園説明会・名越康文講演会
高野山大学は、現在の人間学科

を教育学科に改組して、大阪千代
田短期大学キャンパス（大阪府河
内長野市）に設置する準備をして
います。大阪千代田短大とは、弘法
大師の教育理念を共有する大学と
して2017年に連携協定を締結し
ており、今回のキャンパス利用も連
携の一環として検討されたもので
す。

当初計画では2020年度開設予
定でしたが、ご存じのように1年延
期となりました。残念でしたが、内
容を見直す余裕が生まれ、免許や
資格についても、小学校教諭一種、
幼稚園教諭一種、僧侶資格に加え
て、新たに保育士資格を取得でき
るように計画しています。

3か月間の海外留学や、100日加
行への参加を可能にするなど、他
大学に類を見ないユニークな教育
学科とするべく準備をしています。
また、地域の方々をマイスターとし
てお迎えし、サポートしていただく
制度も作りました。

これによって、多様で質の高い
体験学習が可能になり、学生の大
きな成長が期待できます。このよ
うな本学の学びの姿をイメージ
動画として高野山大学公式YOU 
TUBEチャンネルに公開しました。

この動画ではたとえ失敗や挫折
を経験した生徒でも、大学の学び
に加えて、地域の人々と共にさまざ
まな経験をしていくことで大きく成
長し、教師への夢をかなえていく、
というコンセプトを伝えています。

教育分野に関心を持つ高校生の
方々に本学の教育学科の特徴の本
質を伝えるものです。

ぜひご覧ください。
高野山大学文学部教育学科新

設への皆様の応援よろしくお願い
いたします。

（ ア ド レ ス 　 h t t p : / /
w w w . y o u t u b e . c o m /
watch?v=zzJs2KBHk8c）

令和元年11月2日、3日において、
高野山大学文化祭「曼荼羅祭」が行
われました。

今年は、～笑顔の縁をつなぐ～を
テーマにさまざまな催しが行われま
した。

腕相撲、コーラ早飲み、利きごま
豆腐、カラオケの各種大会では、1等
賞金5,000円をめぐって学生、職員
だけでなく地域の方々も参加し大
変盛り上がりました。なかでも利き
ごま豆腐大会ではどれも美味しく、
普段食べなれている地元の方との
対決で僅差の勝負となりました。

よしもとお笑いライブでは、男性
コンビ「ネイビーズアフロ」と女性コ
ンビ「紅しょうが」が登場。ネタだけ
でなく、ちょうど見に来ていた乾学
長を早速見つけ軽妙なやりとりで
観客を楽しませていました。

また黎明館ではりら創造芸術高
等学校によるダンスショーが行わ
れました。

紀美野町出身の現役高校生によ
る一糸乱れぬラインタップダンスに

大きな拍手が送られました。
2日目は仮面ライダーのキャラク

ターショーが行われました。普段テ
レビでしか見たことのないヒーロー
の姿に子供たちは大興奮で、悪役と
戦うヒーローに声援を送っていま
した。またその後高野山○×クイズ
にも参加し、商品のお菓子などをも
らっていました。

毎年恒例の海南高校美里分校に
よる和太鼓演奏、地域密着アイドル
Fun×Fumもステージ前で歌とダン
スを披露。ファンの方々は思い思い
に写真を撮ってはツイッターやＳＮ
ＳにＵＰして高野山大学でのライブ
の様子を拡散していました。

書道部の展示や茶道部のお茶会
なども開催され、たこやきやうどん、
チーズケーキ、おでん、カレー、ミネ
ストローネなど多くの出店でにぎわ
いました。

今年は2日間とも晴天に恵まれ、
多くの方々のご支援、ご協力のおか
げで無事終了することが出来まし
た。

令和元年7月28日、SECRET 
CAMPUS を昨年度に引き続き開
催しました。

今年は、「隠された己の力を見つ
け出す」というテーマでさまざまな
イベントを行いました。

小学館様のご協力のもと、最澄
と空海という2人の思想家を物語
の主人公として展開するコミック

「阿・吽」とコラボしました。
幅2メートルを超す巨大パネル

は、漫画家おかざき真里先生の美
しい世界を余すところなく伝え、来
場者の目を楽しませていました。

パネルは、学内の要所に展示し、
参加者が自然に学内施設を見学で
きるようにしました。

さらに、精進ランチ体験、「己を
無にするコース」「己の心を写す
コース」「深奥への探訪」という密
教にまつわるプログラムを準備し
ました。

当日まで具体的な内容は「秘密」
だったため、その場で好きなコース

を選んでいただいたいのですが、わ
くわくすると好評でした。

「己を無にするコース」では瞑想
体験を、「己の心を写すコース」で
はぬり絵曼荼羅を行いました。

瞑想体験ではドライトライン先
生の指導のもと、大きく呼吸を整え
ながら参加者の方々は静かに集中
していました。ぬり絵曼荼羅では、
小さなお子様やご家族連れが並べ
られたクレヨンや色鉛筆で思い思
いに好きな色を塗りながら楽しん
でいました。

どちらのコースも加行道場を使用
することにより、「非日常」を感じたと
喜んでいただくことができました。

さらに、「深奥への探訪」として
山内ツアーを行い、伽藍を案内し
ました。

本イベントにはパネルの解説と
して本学学生が参加していました
が、来校者の皆様は展示の質問よ
りも学生生活に興味をもたれ、たく
さんの質問を投げかけていました。

令和元年6月29日、高大連携
の一環として、高野山学園として、

「 高 野山大 学 」、「 高 野山高 等 学
校」の合同説明会並びに、高野山
大学客員教授名越康文先生をお
招きして東京別院奥書院にて講演
会を開催いたしました。

当日はあいにくの雨でしたが、
100組120名のお客様にご来場い
ただきました。

添田 昭学園理事長挨拶のの
ち、名越康文先生には「密教と精神
医学」について講演していただきま
した。

密教と現代社会の結びつきにつ
いて、多くの事例を基にお話しして
いただきましたが、中でも『菩提心
論』という論書の中で語られた「三
句の法門」という、仏、如来に至る
ために大切な三種の教えを
もとに、人生をどのように
生きるべきかについてのお
話では多くの方が感銘を受
けました。

講演ののち、高野山大学
について、乾龍仁学長が密
教学科、人間学科の両学科
の特色や通信制大学院に
ついて紹介しました。その
後小野芳幸校長が高野山
高校について、生徒の学ぶ

様子が分かる動画などを交えなが
ら紹介しました。

学園紹介後、各個別相談を行い
ましたが、多くの方からのお問合
せ、ご質問をいただき、盛況のうち
に終わりました。

講演後のアンケートでは、名越
先生の講演で感動したことや、高
野山学園のことを初めて知ったな
どのお声をいただきました。

東京別院での開催もとても厳か
に感じることができたと非常に好
評でした。

今回初めて、高野山高等学校と
合同で講演会を開催いたしました
が、今後も、高野山学園ならびに高
野山大学の宣伝、広報活動を様々
な場所で協力して行っていく予定
です。
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交
通
整
理
、８

月
13
日
の
ろ
う

そ
く
祭
り
で
の

会
場
設
営
の
補

助
や
来
場
者
へ

の
案
内
な
ど
、

高
野
山
内
の
行

事
に
裏
方
と
し

て
活
躍
し
地
域

に
貢
献
し
て
い

ま
す
。学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

高
野
山
大
学
で
は
、人
間
学
科
の
学
生
を
中
心
に
、社
会
福

祉
法
人
光
生
会
と
と
も
に
高
野
山
内
の
ト
イ
レ
清
掃
を
行
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
園
の
活
動
補
助
、高
齢
者
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
な
ど
様
々
な
現
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。現

在
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
必
修
科
目
の「
実
習
科
目
」と

し
て
単
位
化
す
る
こ
と
で
、さ
ら
に
学
生
の
参
加
を
促
し
て
い

ま
す
。多
く
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、社
会
貢

献
の
精
神
を
身
に
つ
け
、実
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、引
き
続

き
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

女
人
道
を
歩
く

令
和
元
年
10
月
20
日

(

日)

、宗
教
教
育
課
職
員
引

率
の
元
、学
生
５
名
、教
職

員
４
名
が
女
人
道
巡
り
を

行
い
ま
し
た
。台
風
19
号
の

影
響
で1

週
間
延
期
し
て
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、当

日
は
曇
り
な
が
ら
、最
後
ま

で
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。大
学
を
出
発
し
た
後
、

ろ
く
ろ
峠
～
お
助
け
地
蔵

～
大
門
～
弁
天
岳
～
女
人

堂
～
黒
河
口
～
奥
の
院
～

真
別
処
を
巡
り
最
後
に
大

学
ま
で
戻
る
約
８
キ
ロ
の

コ
ー
ス
で
、６
時
間
ほ
ど
か

け
て
巡
り
ま
し
た
。

学
生
と
職
員
は
女
人
道
か
ら
見
る
根
本
大
塔
に
心
で
合
掌

し
、女
人
禁
制
で
あ
っ
た
当
時
の
高
野
山
に
想
い
を
馳
せ
ま
し

た
。台
風
の
影
響
が
残
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、山
の
景
色
に

仏
を
想
い
、悠
久
な
歴
史
と
大
自
然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
な
が
ら
皆
で
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
女
人
道
巡
り
は
実
習
科
目
の「
巡
礼
・
遍
路
」の
科
目
に

充
当
さ
れ
、学
生
に
と
っ
て
高
野
山
の
歴
史
と
文
化
を
直
接
体

験
で
き
る
貴
重
な
実
習
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

通
信
学
習
支
援
会

令
和
元
年
10
月
20
日
、東
京
別
院
表
書
院
に
て
通
信
教
育
課

程
学
習
支
援
会
が
開
催
さ
れ
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
東
海
・
中
部
ま
で
広
く
地
方
の
方
々
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

通
信
学
習
支
援
会
の
様
子
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
収
録
さ
れ
、

通
信
生
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
動
画
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
遠
方
の
学
生
へ
の
学
び
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

連
続
講
座

令
和
元
年
10
月
21
日

（
月
）～
10
月
29
日（
火
）

の
期
間
中
に
、東
京
港
区

高
輪
の
高
野
山
東
京
別

院
に
お
い
て
連
続
講
座

を
開
講
し
、延
べ
155
人
が

受
講
し
ま
し
た
。

例
年
、大
阪
の
難
波
サ

テ
ラ
イ
ト
教
室
で
実
施

し
て
き
た
の
で
す
が
、今

年
は
添
田

昭
理
事
長

の
ご
提
案
に
よ
り
東
京

で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。従
来
よ
り
、東
京
で

の
開
催
を
望
ま
れ
て
い

た
方
の
声
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
、各
講
座
多
く
の
お
申
し
込

み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
講
講
座
は
、「
新
し
い
解
釈
を
求
め
て（
下
西
忠
高
野
山
大

学
名
誉
教
授
）」、「
わ
が
国
の
大
日
如
来
像
の
宝
冠
に
見
え
る

五
仏（
乾
龍
仁
高
野
山
大
学
学
長
）」、「
仏
教
徒
の
あ
り
方~

顕

教
と
密
教
の
戒
律
を
中
心
と
し
て（
藤
田
光
寛
高
野
山
大
学
名

誉
教
授
）」、「
空
海
の
人
間
観
」「
空
海
の
生
死
観（
竹
内
孝
善
高

野
山
大
学
名
誉
教
授
）」、「
高
野
山
開
創
1
2
0
0
年
～
そ
の

文
化
と
歴
史
～（
山
陰
加
春
夫
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）」で
し

た
。伝

法
灌
頂

本
山
主
催
の
伝
法
灌
頂
が
令
和
元
年
度
10
月
30
日
か
ら
11

月
１
日
、高
野
山
寶
壽
院
道
場
に
お
い
て
開
壇
さ
れ
ま
し
た
。

四
度
加
行
を
成
満
し
た
本
学
学
生
は
11
月
１
日
の
三
会
に

入
壇
し
、阿
闍
梨
位
を
得
ま
し
た
。伝
授
阿
闍
梨
は
飛
鷹
全
隆

法
印
御
房
に
お
勤
め
頂
き
ま
し
た
。

本
学
学
生
の
今
年
度
入
壇
者
は
11
名（
大
学
院
２
回
生
１

名
、同
１
回
生
１
名
、密
教
学
科
４
回
生
３
名
、同
３
回
生
３

名
、同
２
回
生
３
名
、（
内
尼
僧
２
名
））で
し
た
。

高
野
山
学
園
教
職
員 

並

先
輩
物
故
者
追
悼
法
会

令
和
元
年
11
月
21
日
、松
下
講
堂
黎
明
館
に
お
い
て
、高
野

山
学
園
教
職
員 

並 

先
輩
物
故
者
追
悼
法
会
を
厳
修
し
ま
し

た
。本
学
教
職
員
と
先
輩
物
故
者
の
追
福
菩
提
並
び
に
学
内
安

穏
・
興
隆
密
教
を
祈
念
致
し
ま
し
た
。

乾
龍
仁
学
長
の
御
導
師
の
も
と
、職
衆
と
し
て
高
野
山
大
学

生
並
び
に
教
職
員
の
計
24
名
が
出
仕
し
ま
し
た
。

壇
上
の
大
師
御
影
前
に
は
御
位
牌
、過
去
帳
、角
塔
婆
を
お

祀
り
し
、法
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。職
衆
の
読
経
の
中
、参
列

者
が
焼
香
致
し
ま
し
た
。

法
会
後
、学
生
・
教
職
員
共
に
奥
之
院
御
廟
を
参
拝
し
た
後
、

大
学
墓
所
に
参
拝
し
、宗
教
教
育
課
員
が
角
塔
婆
を
墓
所
に
建

立
し
ま
し
た
。

「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
度
」の

対
象
機
関
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

文
部
科
学
省
で
は
、し
っ
か
り
と
し
た
進
路
へ
の
意
識
や
進

学
意
欲
が
あ
れ
ば
、家
庭
の
経
済
状
況
に
関
わ
ら
ず
、大
学
、短

期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、専
門
学
校
に
進
学
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

を
確
保
で
き
る
よ
う
、令
和
２
年
４
月
か
ら
高
等
教
育
の
修
学

支
援
新
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

主
に
、授
業
料
・
入
学
金
の
免
除
ま
た
は
減
額
と
、返
還
を
要

し
な
い
給
付
型
奨
学
金
の
大
幅
拡
充
を
行
い
ま
す
。

支
援
対
象
は
、住
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
そ
れ
に
準
じ
る

世
帯
の
学
生
が
対
象
で
す
。概
ね
年
収
目
安
と
し
て
は
約

270
万

円
以
下
と
な
り
ま
す
。ま
た
、最
大
年
収
約

380
万
円
ま
で
の
学
生

に
対
し
て
も
段
階
的
に
一
定
の
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。（
＊
両
親
、

本
人
、中
学
生
の
４
人
世
帯
の
場
合
の
目
安
。基
準
を
満
た
す
世

帯
年
収
は
家
族
構
成
に
よ
り
異
な
る
。）

高
野
山
大
学
は
、９
月
20
日
付
を
も
ち
ま
し
て
高
等
教
育
の

修
学
支
援
新
制
度
の
要
件
を
満
た
し
た
対
象
機
関（
確
認
大
学

等
）に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、今
ま
で
保
護
者
の
収
入
が
少
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
進
学
が
困
難
と
さ
れ
て
い
た
生
徒
に
も
高
等
教
育
を
受

け
る
機
会
が
拡
充
し
ま
す
。詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、文

部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
十
四
回
高
野
山
大
学
フ
ジ
キ
ン

小
川
修
平
記
念
講
座
講
演
会

～
宇
宙
の
摂
理
へ
の
想
い
～
開
催

当
日
は
、300
名
を
超
え
る
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

乾
龍
仁
学
長
、小
川
洋
史
フ
ジ
キ
ン
代
表
取
締
役
開
会
挨
拶

の
あ
と
ご
来
賓
の
お
言
葉
を
松
長
有
慶
高
野
山
真
言
宗
元
管
長

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
二
人
の
講
師
に
皆
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

■
第
14
回
講
演
会

日
時 : 

令
和
元
年
11
月
16
日（
土
）13
時
30
分
～
16
時

会
場 : 

な
ん
ば
ス
カ
イ
オ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

　
　

    

７
階
ホ
ー
ル

【
講
演
１
】「
太
陽
の
脅
威
と
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ア
」

柴
田
一
成
先
生（
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
付

属
天
文
台
教
授
）

【
講
演
２
】「
私
た
ち
は
類
人
猿
と
ど
こ
が
違
う
の
か
」

更
科
功
先
生（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
研
究

事
業
協
力
者
・
東
京
大
学
大
学
院
講
師
）

高
野
山
大
学
フ
ジ
キ
ン
小
川
修
平
記

念
講
座
講
演
会
講
演
録
の
ご
案
内

高
野
山
大
学
フ
ジ
キ
ン

小
川
修
平
記
念
講
座
講
演

会
の
講
演
集
、そ
の
三
が

完
成
し
ま
し
た
。

2
0
1
4
年
に
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
、カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
工
学
部
教
授
中

村
修
二
先
生
の
ご
講
演
を
は
じ
め
と
し
た
全
９
講
演
が
収
録
さ

れ
て
お
り
、大
変
読
み
応
え
の
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
高
野
山
大
学

　

総
務
課　

0
7
3
6-

5
6-

2
9
2
1
ま
で

■「
宗
教
と
科
学
の
対
話
～
宇
宙
の
摂
理
へ
の
想
い
～

　

  

そ
の
三
」高
野
山
大
学
編

講
演
者　

中
村
修
二
・
鮎
澤
聡
・
鈴
木
真
二
・
高
木
訷
元
・

長
尾
真
・
中
村
正
樹
・
木
本
南
邨
・
藤
田
一
郎
・
佐
々
木
閑

定
価　

2,
4
0
0
円
＋
税

大　学　通　信

日　

録　
令
和
元
年
７
月
～
12
月

7月
10
水 

9
月
卒
論
・
修
論
提
出

15
月 

海
の
日（
特
別
開
講
日
）

25
木　

通
信
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ

28
日 

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
④

8月
5
月 

通
信
夏
期
研
究
会

8
木 

夏
季
休
業
開
始

26
月 

9
月
修
了
口
述
試
問

27
火 

前
期
成
績
通
知（
郵
送
）

9月
11
水 

学
位
記
授
与
式

14
土 

保
護
者
懇
談
会

23
月 

秋
分
の
日（
特
別
開
講
日
）

24
火 

後
期
授
業
開
始

27
金 

後
期
授
業
科
目
変
更
期
限

28
土 

大
学
院
前
期
入
試
・

　
　
　

通
信
前
期
2
次
面
接

10月
5
土 

総
合
型
選
抜
入
試
Ⅰ
期

6
日 

通
信
秋
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ（
本
校
）

10
木 

卒
論
・
修
士
論
文
提
出
期
限

13
日 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
⑤（
難
波
）

14
月 

体
育
の
日（
特
別
開
講
日
）

20
日 

通
信
学
習
支
援
会（
東
京
別
院
）

21
月 

連
続
講
座
①（
東
京
別
院
）

　
　
　

報
恩
日（
午
後
休
講
）

22
火 

即
位
礼
正
殿
の
儀

　
　
　

連
続
講
座
②
③（
東
京
別
院
）

29
火 

連
続
講
座
④
⑤（
東
京
別
院
）

11月
１
金 

後
期
科
目
取
り
消
し
期
限

2
土 

曼
荼
羅
祭

3
日 

曼
荼
羅
祭

4
月 

振
替
休
日（
開
講
日
）

9
土 

学
校
推
薦
併
設
校
入
試
、指
定
校
入
試
、

　
　
　

特
定
入
試

16
土 

第
14
回
フ
ジ
キ
ン
小
川
修
平

　
　
　

記
念
講
座
講
演
会

21
木 

報
恩
日（
午
後
休
講
）

29
金 

博
士
論
文
提
出
期
限（
必
着
）

30
土 

総
合
型
選
抜
入
試
Ⅱ
期

　
　
　

学
校
推
薦
公
募
制
入
試

　
　
　

留
学
生
入
試　

留
学
生
編
入
入
試
Ⅰ
期

　
　
　

3
年
編
入
入
試

　
　
　

社
会
人
編
入
入
試

12月
1
日 

社
会
人
編
入
入
試（
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
）

26
木 

冬
季
休
業

海
外
と
の
交
流

和
歌
山
県
と
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
は
、

毎
年
相
互
の
青
少
年
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
12
月
13
日
、ブ
ル
ネ
イ
よ
り
大
学
生

の
方
々
が
高
野
山
大
学
を
訪
れ
ま
し
た
。

大
学
生
の
方
々
は
、ブ
ル
ネ
イ
国
の
特
徴
や
文

化
、経
済
な
ど
を
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
さ
れ
ま
し
た
。

ブ
ル
ネ
イ
国
の
学
生
は
英
語
を
小
学
生
の
時
か

ら
学
ん
で
い
る
な
ど
聞

い
た
高
野
山
大
学
の
学

生
は
大
き
な
刺
激
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、和
歌
山
大
学

で
の
留
学
生
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
や
、留
学

生
対
象
の
研
修
旅
行
な

ど
、広
く
国
際
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

寄
付
金
御
礼

＊
順
不
同　

敬
称
略　

令
和
元
年
度　

宗
教
行
事

令
和
元
年
５
月
～
令
和
元
年
10
月
末
日

鐘
ヶ
江　

尊
明
様 

十
万
円

市
川　

善
博
様 

三
万
円

永
田　

貴
久（
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
性
子

治
療
セ
ン
タ
ー
）様 

五
十
一
万
円

龍
徳
寺　

郷
司　

隆
澄
・
真
澄
・
裕
澄
様 

 
 

六
千
円

亀
山　

大
路
様 

一
万
円

山
本　

密
雄
様 

二
千
円

近
藤　

本
淳
様 

一
万
円

渡
辺　

喜
彦
様 

一
万
円

龍
徳
寺　

郷
司　

隆
澄
様 

五
万
円

藤
田
様 

三
百
万
円

古
賀　

和
男
様 

三
百
万
円

夏
期
集
団
加
行

男
子　

令
和
元
年
8
月
4
日
～
9
月
19
日
、

女
子　

令
和
元
年
8
月
3
日
～
9
月
21
日

伝
法
灌
頂

令
和
元
年
10
月
30
日
～
11
月
1
日

報
恩
日

令
和
元
年
10
月
21
日

令
和
元
年
12
月
21
日

報
恩
日
・
高
野
山
大
学
教
職
員
先
輩
物
故
者

追
悼
法
会

令
和
元
年
11
月
21
日

春
期
集
団
加
行

令
和
元
年
2
月
下
旬
～
3
月
上
旬

7
月
9
日

各
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
掲
載

昨
年
大
反
響
。秘
密
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

今
年
も
開
催
！

8
月
10
日　

日
経
新
聞

キ
ャ
ン
パ
ス
新
景
～
高
野
山
大
学

9
月
2
日　

日
経
Ｍ
Ｊ

ト
レ
ン
ド

関
西
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
っ
ぱ
変
や
ね
ん
？

8
月
29
日
発
売

「
小
さ
な
会
社
だ
か
ら
こ
そ
Ｄ
Ｍ
は

　

最
強
の
ツ
ー
ル
」中
村
ブ
ラ
ウ
ン

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版　

～
少
子
化
に
よ
る
大
学
の
生
き
残
り
戦
略
と
は

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
掲
載
情
報

（
令
和
元
年
７
月
～
11
月
末
）　
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高
野
山
大
学
総
合
学
術
機
構
︵
図
書
館
・
密
教
文
化
研
究
所
︶
課
長
密

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員 

木
下 

浩
良

密
門
宥
範
師
は
大
和
国
十
市
郡
田
原
本
町（
現
在
の

奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
）の
出
身
で
、島
谷
徳
治
郎
の

子
と
し
て
天
保
14
年（
１
８
４
３
）五
月
25
日
に
出
生
。

幼
名
を
鶴
松
と
称
し
た
。嘉
永
六
年（
１
８
５
３
）11
歳
で

大
和
国
久
米
寺（
奈
良
県
橿
原
市
）に
入
り
、翌
年
葛
城

山
一い

ち
ご
ん
じ

言
寺（
奈
良
県
御
所
市
一ひ
と
こ
と
ぬ
し

言
主
神じ
ん
じ
ゃ社
の
神
宮
寺
）で

剃
髪
。高
野
山
に
登
っ
た
の
は
、安
政
７
年（
１
８
６
０
）

18
歳
の
時
で
あ
っ
た
。以
来
、真
言
宗
の
野
沢
諸
流
の

奥
義
を
極
め
、明
治
４
年（
１
８
７
１
）29
歳
で
高
野
山

全
光
院
住
職
、同
６
年（
１
８
７
３
）高
野
山
光
台
院
へ

転
住
。同
11
年（
１
８
７
８
）高
野
山
大
学
林
教
師
。同

34
年（
１
９
０
１
）無
量
寿
院
の
門
主
と
な
り
、高
野
山

大
学
副
総
理
と
な
る
。同
35
年（
１
９
０
２
）第

402
世
寺

務
検
校
法
印
に
昇
進
。同
38
年（
１
９
０
５
）高
野
派
管

長
と
な
り
、本
学
の
第
三
代
総
理
に
就
任
す
る
。同
43
年

（
１
９
１
０
）真
言
宗
各
宗
派
寺
院
公
選
に
よ
り
、真
言

宗
長
者
。大
正
４
年（
１
９
１
５
）に
は
真
言
宗
各
派
連
合

総
裁
に
就
任
し
た
。

宥
範
師
は
、現
在
の
大
師
教
会
・
霊
宝
館
の
建
設
・
奥

之
院
燈
籠
堂
の
増
築
を
は
じ
め
、明
治
維
新
の
際
に
上
地

さ
れ
た
高
野
山
の
山
林
三
〇
〇
〇
町
歩
の
保
管
を
政
府

よ
り
得
て
、宗
内
の
経
済
的
基
盤
を
作
る
な
ど
、数
々
の

業
績
を
挙
げ
た
高
僧
で
あ
っ
た
。大
正
天
皇
即
位
に
際
し

て
、真
言
宗
連
合
各
派
は
太
元
帥
御
修
法
を
嘉
例
に
よ

り
厳
修
し
た
が
、そ
の
際
の
大
阿
闍
梨
を
勤
め
た
の
が
宥

範
師
で
あ
っ
た
。大
正
９
年（
１
９
２
０
）１
月
12
日
、流

行
性
感
冒（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）に
よ
り
遷
化
さ
れ
る
。76
歳

で
あ
っ
た
。

宥
範
師
が
本
学
の
総
理
で
あ
っ
た
期
間
は
、明
治
38

年（
１
９
０
５
）６
月
６
日
か
ら
遷
化
さ
れ
る
大
正
９

年（
１
９
２
０
）１
月
12
日
ま
で
で
あ
っ
た
。明
治
38
年

（
１
９
０
５
）年
当
時
の
本
学
は
、「
真
言
宗
各
派
連
合

大
学
林
」と
称
し
て
い
た
。真
言
宗
古
義
の
各
派
が
経
営

す
る
大
学
で
、古
義
派
内
で
は
唯
一
の
大
学
で
あ
っ
た
。こ

の
当
時
、現
在
の
種
智
院
大
学
の
前
身
で
あ
る
京
都
東

寺
の
古
義
大
学
林
は
本
学
と
合
併
し
て
い
た
。明
治
40
年

(

１
９
０
７)

第
３
回
真
言
宗
各
派
連
合
会
儀
で
、宗
内
の

大
学
は
高
野
山
と
京
都
の
二
大
学
制
と
な
る
。こ
れ
が
、

真
言
宗
連
合
高
野
大
学
と
真
言
宗
連
合
京
都
大
学
で
あ

る
。明
治
42
年（
１
９
０
９
）高
野
大
学
は
専
門
学
校
令
の

認
定
校
と
な
り
、学
生
は
徴
兵
を
猶
予
さ
れ
る
。こ
の
頃
、

本
学
の
新
校
舎
が
落
成
し
て
教
授
陣
も
含
め
て
充
実
す

る
。と

こ
ろ
が
、大
正
２
年（
１
９
１
３
）第
５
回
連
合
会

儀
で
、同
３
年（
１
９
１
４
）３
月
を
限
り
本
学
は
京
都
大

学
へ
合
併
し
て
廃
校
と
議
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。俄
然
、

本
学
学
生
は「
学
山
高
野
に
大
学
な
か
る
べ
か
ら
ず
」の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
立
て
て
、『
高
野
山
時
報
』の
前
身
で

あ
る『
高
野
学
報
』を
刊
行
し
、本
学
存
続
の
声
を
全
国
へ

発
信
し
た
の
で
あ
っ
た
。こ
の
時
、宥
範
師
は
高
野
派
管

長
兼
真
言
宗
長
者
で
あ
っ
た
。表
で
は
長
者
と
し
て
の
顔

を
見
せ
、当
時
京
都
に
あ
っ
た
連
合
宗
務
所
で
は
大
学
の

合
併
問
題
に
つ
い
て
何
ら
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
も
な
か
っ

た
が
、高
野
山
へ
帰
山
す
る
と
、「
高
野
山
大
学
林
の
京
都

移
譲
は
大
反
対
だ
。明
治
20
年
頃
よ
り
創
立
せ
し
歳
史
あ

る
大
学
林
を
無
く
し
て
は
、学
山
を
誇
る
高
野
山
の
不
名

誉
だ
て
。心
中
不
賛
成
だ
わ
い
」と
真
意
を
表
し
、学
生
と

共
に
本
学
の
存
続
を
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

宥
範
師
は
柔
和
な
学
僧
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。学
生
と

苦
楽
を
共
に
な
さ
れ
た
高
僧
で
あ
っ
た
。本
学
初
め
て
の

運
動
会
が
総
理
就
任
後
に
開
催
さ
れ
た
時
も
、宥
範
師
は

批
判
を
尻
目
に
学
生
と
一
緒
に
な
り
競
技
を
楽
し
ん
だ

と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、高
野
山
は
開
創
以
来
、女
人
禁
制

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
タ
ブ
ー
が
あ
っ
た
が
、そ
の
タ

ブ
ー
の
全
て
を
全
解
し
た
の
も
宥
範
師
で
あ
っ
た
。明
治

39
年（
１
９
０
６
）６
月
15
日
、弘
法
大
師
開
宗
一
千
百
年

記
念
法
要
が
修
さ
れ
た
日
、金
剛
峯
寺
座
主
密
門
宥
範

大
僧
正
は
そ
れ
ま
で
の
禁
忌
を
全
廃
し
て
女
人
居
住
を

許
す
山
令
を
下
し
た
の
で
あ
っ
た
。

本
学
の
存
続
は
異
例
の
臨
時
連
合
議
会
開
催
の
結

果
、従
来
通
り
大
学
は
高
野
山
と
京
都
の
二
大
学
と
し

て
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。連
合
宗
務
所
も
、京
都
か

ら
高
野
山
へ
移
転
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。た

だ
、宥
範
師
が
遷
化
な
さ
れ
る
こ
ろ
ま
で
、高
野
・
京
都
両

大
学
の
合
併
問
題
は
連
合
議
会
の
議
案
に
上
が
ら
な
い

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

同窓会だより 第56号 高
野
山
大
学
歴
代
総
理・学
長

第
３
回

第
3
代
総
理　

密み
つ
も
ん
ゆ
う
は
ん

門
宥
範
師

四
三
会

高
野
山
大
学
の
同
窓
会
が
令
和
元
年
６
月

５
日
（
水
）
～
６
日
（
木
）
と
、
淡
路
島
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
の
名
称
は
昭
和
43 
年
の
入
学
者
を
以

て
『
四し
さ
ん三

会
』
と
称
し
、
本
年
の
参
加
者
は

21
名
、
今
回
で
10
回
目
を
数
え
ま
す
。
今
年

は
新
し
い
元
号
令
和
元
年
記
念
の
年
に
当
た

り
、
又
会
員
古
希
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。
同
級
生
の
中
に
も
既
に
15
名
の

方
が
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
物
故

者
を
偲
び
黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
入
学
か
ら
51

年
目
を
思
い
出
し
、
お
互
い
に
若
か
り
し
頃

の
思
い
出
を
語
り
合
い
懇
親
の
輪
が
広
が
り

ま
し
た
。

翌
日
は

500
年
の
歴
史
を
誇
る
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
を
鑑
賞
、
そ
の
後
咸
臨
丸
に
乗
船
、
現

在
世
界
遺
産
に
申
請
中
の
世
界
一
大
き
な
渦

潮
を
体
感
、
自
然
の
雄
大
さ
に
感
服
、
今
同

窓
会
が
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
お
互
い
の
健
康
を
誓
い
合
い
、
来
年
の

開
催
地
で
あ
る
長
野
県
で
の
再
会
を
楽
し
み

に
三
々
五
々
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

（
幹
事　

谷
川
善
信
・
岡
崎
正
信　

記
）

二
三
の
会

高
野
山
大
学
新
制
第
二
・
三
回
卒
業
生
を

中
心
に
集
う「
二
三
の
会
」で
は
、今
年
度
同

窓
会
を
去
る
６
月
11
日（
火
）～
12
日（
水
）の

両
日
に
亘
り
、神
戸
市
の
有
馬
温
泉
有
馬
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、杉
井
永
明
師
の
司
会
で
開
会
、

長
原
敬
峰
幹
事
の
歓
迎
挨
拶
に
続
い
て
山
口

耕
榮
報
恩
院
前
官
経
頭
で
物
故
者
学
友
の
追

福
菩
提
を
祈
り
般
若
心
経
を
唱
和
、上
西
孝

道
師
の
音
頭
で
学
生
時
代
の
青
春
を
呼
び
戻

し
、校
歌
と
逍
遥
歌
を
斉
唱
。山
本
宣
昭
師
の

発
声
で
乾
杯
し
て
懇
親
会
に
移
り
、懐
古
談

に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

翌
12
日
は
、摩
耶
山
天
上
寺
を
訪
問
、伊
藤

浄
厳
貫
主
の
懇
親
な
る
案
内
を
い
た
だ
い
た

後
、茶
菓
の
接
待
を
う
け
、摩
耶
堂
前
に
て
記

念
写
真
を
撮
影
後
、西
宮
の
甲
山
神
呪
寺
を

参
拝
後
、芦
屋
の
巨
人
軍
定
宿
の
竹
園
ホ
テ

ル
で
昼
食
後
、来
年
神
戸
で
の
再
会
を
楽
し
み

に
、大
多
賀
実
忍
師
の
謝
辞
を
も
っ
て
解
散
し

ま
し
た
。

高
大
同
窓
会
の
中
で
最
大
規
模
を
誇
っ
て

い
た
当
会
も
、米
寿
卒
寿
を
迎
え
る
年
輪
と

な
り
参
加
者
も
減
少
、今
年
期
も
三
浦
真
厳

師
・
髙
﨑
真
雄
師
が
涅
槃
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

参
加
者（
順
不
同
・
敬
称
略
）

山
本
宣
昭
、三
星
光（
以
上
夫
人
同
伴
）、山
口

耕
榮
、上
西
孝
道
、杉
井
永
明
、大
多
賀
実
忍
、

長
原
敬
峰
、長
原
美
恵

（
幹
事　

長
原
敬
峰　

記
）

み
ろ
く
会

平
成
13
年
か
ら
始
ま
っ
た
高
大
み
ろ
く
会

(

昭
和
36
年
卒
業)

、順
々
に
各
県
で
担
当
、連

続
で
休
み
な
く
今
年
は
岡
山
県
が
担
当
で
、

令
和
元
年
６
月
17
日(

月)

～
18
日(

火)
の
一

泊
二
日
の
日
程
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

初
日
は
岡
山
駅
集
合
で
始
ま
り
①
あ
じ
さ

い
寺(

大
瀧
山
西
法
院)

で
同
窓
物
故
者
の
ご

廻
向
供
養
の
読
経
お
つ
と
め
の
後
、抹
茶
席
・

手
焼
き
煎
餅
等
々
を
お
接
待
。②
備
前
焼
伝

統
産
業
会
館
で
備
前
焼
を
見
学
。③
備
前
市

の
日
本
遺
産
・
特
別
史
跡
の
閑
谷
学
校(

世
界

最
古
の
庶
民
の
た
め
の
公
立
学
校)

を
探
訪
。

④
美
作
市
湯
郷
温
泉
竹
亭
で
一
泊
。

翌
日
は
、備
前
長
船
の
刀
剣
の
里
博
物
館

へ
、日
本
刀
の
聖
地
、名
刀
の
里
で
伝
統
の
日

本
刀(

30
数
本)

の
説
明
を
聴
き
な
が
ら
鑑

賞
。併
せ
て
刀
の
歴
史
と
実
技
を
見
学
し
ま
し

た
。久

し
振
り
の
出
合
い
の
方
々
も
お
ら
れ
、

近
況
や
旧
交
を
温
め
な
が
ら
全
日
程
を
終

え
、来
年
は
香
川
県
の
担
当
も
決
定
さ
れ
、再

四三会

令和2年度同窓会総会のご案内

ーお申し込み先ー 高野山大学同窓会 TEL：0736-56-2921（内線112）
FAX：0736-56-2746　E-mail：dosokai@koyasan-u.ac.jp

日　　時

令和２年6月5日（金）
『総　会』 午後３時～
『懇親会』 午後5時～（会費５千円）

場　　所
総本山　仁和寺　御室会館

京都市右京区御室大内33
TEL 075差464差3664

令和2年6月5日（金）、高野山大学同窓会総会は本年度はところを変えて、御室仁和寺の御室会館にて開催いた
します。
奮って総会にご参集いただき、闊達な議論とともに旧交を温め、在学生との交流を深めていただければと存じます。
詳しい内容につきましては、追ってホームページでお知らせします。同窓会皆様のご参加をお願い申し上げます。

出席者人数を確認致したく存じますので、5月8日（金）までにお申し込みくださいますようお願い申し上げます。

二三の会

みろく会
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会
を
楽
し
み
な
が
ら
岡
山
駅
で
解
散
し
ま
し

た
。

参
加
者（
順
不
同
・
敬
称
略
）

森
本
宥
紹
、森
本
み
つ
子
、髙
塩
光
淳
、山
田

性
宏
、水
野
憲
俊
、東
野
み
つ
子
、松
浦
典
恵
、

瀧
山
光
實
、瀧
山
傳
通
子

（
み
ろ
く
会
担
当　

瀧
山
光
實　

記
）

音
楽
部
０
Ｂ
会

音
楽
部
０
Ｂ
会
秋
山
紳
也
会
長（
昭
和
59

年
入
学
）招
集
に
よ
り
、今
年
も
令
和
元
年

６
月
22
日（
土
）、高
野
山
大
学
音
楽
部
０
Ｂ

会
を
和
歌
山
県
橋
本
市
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。０
Ｂ
会
を
開
催
し
て
４
回
目
と
な
り
ま

す
が
、会
員
よ
り
ラ
イ
ブ
形
式
で
の
０
Ｂ
会

開
催
を
望
む
声
が
あ
り
、学
生
時
代
を
思
い

出
し
て
楽
器
・
音
楽
を
通
じ
て
交
流
す
る
会

に
発
展
さ
せ
て
み
よ
う
と
、前
会
長
の
秋
山

英
正
氏
、現
会
長
秋
山
紳
也
氏
、事
務
局（
井

上

心
・
富
田
向
真
）で
相
談
・
準
備
し
、橋
本

市
の
マ
ル
ミ
ヤ
さ
ん
の
ホ
ー
ル
を
お
借
り
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
13
時
よ
り
会
長
挨
拶
を
は
じ
め
、顧

問
の
桐
村
正
昭
師
の
お
言
葉
、さ
ら
に
は
会

則
説
明
や
役
員
紹
介
を
行
い
、ゲ
ス
ト
と
し
て

高
木
真
也
氏
の
バ
ン
ド
演
奏
、さ
ら
に
は
会

員
各
位
が
楽
器
を
持
ち
込
み
、飲
食
し
な
が

ら
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
演
奏
を
行
い
、親
交
を

深
め
ま
し
た
。ソ
ニ
ッ
ク
ブ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

（
出
席
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
だ
け
）の
演
奏
や
ダ

サ
カ
バ
さ
ん
な
ど
、懐
か
し
い
メ
ン
バ
ー
が
30

年
ぶ
り
に
演
奏
を
交
え
て
交
流
を
深
め
る
、

世
代
を
超
え
て
大
学
時
代
を
語
り
合
い
つ

つ
、そ
れ
ぞ
れ
が
音
楽
を
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
意
義
深
い
０
Ｂ
会

と
な
り
ま
し
た
。今
回
も
高
野
山
大
学
同
窓

会
様
よ
り
ご
祝
儀
を
頂
戴
し
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

以
上
、報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、こ

の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
高
野
山
大
学

在
学
中
に
音
楽
部
活
動
に
ご
参
加
さ
れ
ま
し

た
同
窓
の
皆
様
に
も
０
Ｂ
懇
親
会
開
催
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、今
後
の
懇
親

会
、ラ
イ
ブ
開
催
に
是
非
と
も
ご
参
加
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　　
　
　
　
　

   

合
掌

参
加
者(

順
不
同
・
敬
称
略)　
　

桐
村
正
昭
、松
尾
道

、野
溝
健
介
、秋
山
英

正
、福
形
泰
緒
、秋
山
紳
也
、高
木
真
也
、木
下

友
真
、井
上

心
、奥
川
純
浩
、大
国
弘
貢
、富

田
向
真
、（
ゲ
ス
ト
）西
川
英
晴

（
報
告
者　

音
楽
部
０
Ｂ
会
事
務
局

井
上

心
、富
田
向
真
）

和
歌
山
支
部
総
会

高
野
山
大
学
同
窓
会
和
歌
山
支
部
で
は
、

令
和
元
年
６
月
27
日（
木
）午
後
２
時
よ
り
和

歌
山
市「
ビ
ッ
グ
愛
」に
お
い
て
総
会
並
び
に

公
開
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
、ま
ず

午
後
２
時
か
ら
17
名
の
一
般
聴
講
の
方
々
を

交
え
、公
開
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。名
古
屋

大
学
医
学
部
非
常
勤
講
師
・
和
歌
山
医
科
大

学
非
常
勤
講
師
で
高
野
山
大
学
元
客
員
教
授

の
大
下
大
圓
先
生
を
お
招
き
し「
健
康
寿
命

と
密
教
」と
題
し
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
先
生
は
、円
空
仏
で
有
名
な
飛
騨
高
野

山
真
言
宗
千
光
寺
住
職
で
あ
ら
れ
る
と
と
も

に
、宗
教
者
と
し
て
医
療
現
場
に
携
わ
ら
れ

た
豊
富
な
経
験
を
も
と
に
、臨
床
で
瞑
想
を

活
用
し
て
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
健
康

法
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
方
法
と
効
果

を
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、午
後
３
時
45
分
か
ら
支
部
総
会

を
開
催
。柳
瀬
智
明
支
部
長
挨
拶
に
続
き
、乾

龍
仁
学
長
様
よ
り
大
学
の
現
状
と
今
後
の
展

望
を
交
え
ご
挨
拶
を
賜
り
、鐘
ヶ
江
尊
明
同

窓
会
会
長
様
か
ら
同
窓
会
と
し
て
の
支
援
に

つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、前
年
度
事
業
決
算
報
告
・
本
年
度

事
業
計
画
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、総
会
終
了
後
、恒
例
の
懇
親
会
を
行

い
、学
長
先
生
、同
窓
会
会
長
様
に
も
ご
臨
席

い
た
だ
き
和
や
か
に
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

（
事
務
局
長　

高
岸
隆
光　

記
）

広
島
県
同
窓
会

令
和
元
年
７
月
４
日（
木
）広
島
駅
新
幹
線

口
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
２
Ｆ
中
華
料

理
煌
蘭
苑
に
て
、第
36
回
広
島
県
高
野
山
大

学
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
県
で
は
、福
山
・
尾
道
・
広
島
の
３
地

区
の
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
し
て
お
り
、今

回
は
広
島
地
区
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

高
野
山
大
学
学
長
乾
龍
仁
僧
正
、高
野
山

大
学
同
窓
会
会
長
鐘
ヶ
江
尊
明
僧
正
を
お
迎

え
し
、県
内
各
地
よ
り
集
ま
っ
た
、昭
和
36
年

度
卒
か
ら
平
成
９
年
度
卒
ま
で
幅
広
い
年
代

の
卒
業
生
17
名
総
勢
19
名
に
よ
る
同
窓
会
が

開
宴
致
し
ま
し
た
。

広
島
県
同
窓
会
会
長
髙
塩
光
淳
僧
正
の
挨

拶
、乾
僧
正
・
鐘
ヶ
江
僧
正
の
御
祝
辞
の
後
、

当
会
副
会
長
麻
生
紀
雄
僧
正
の
乾
杯
に
よ
り

賑
や
か
な
宴
の
始
ま
り
で
す
。

高
野
山
大
学
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

や
、文
字
に
す
る
に
は
少
々
憚
ら
れ
る
よ
う
な

思
い
出
話
ま
で
、話
題
は
尽
き
る
こ
と
な
く

時
間
は
進
み
あ
っ
と
い
う
間
に
終
宴
の
時
、最

後
は
当
会
副
会
長
片
山
弘
雄
僧
正
の
発
声
に

よ
り
高
野
山
大
学
の
益
々
の
発
展
と
来
年
の

再
会
を
願
い
校
歌
斉
唱
に
て
閉
宴
と
な
り
ま

し
た
。

（
広
島
地
区　

大
石
峯
裕　

記
）

昭
和
38
年
入
学
同
期
会

高
野
山
大
学
昭
和
38
年
入
学
同
期
会
が
広

島
担
当
で
９
月
４
日（
水
）午
後
６
時
よ
り
、

広
島
市
南
区
元
宇
品
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
広
島
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。参
加

者
は
19
名
。同
期
会
の
メ
ン
バ
ー
で
高
野
山

大
学
同
窓
会
会
長
の
鐘
ヶ
江
師
の
乾
杯
の
音

頭
で
開
会
、宇
品
港
の
夜
景
を
見
な
が
ら
歓

談
、ま
た
参
加
者
の
近
況
報
告
を
聞
き
、お
互

い
歳
や
病
の
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

翌
日
は
ホ
テ
ル
前
か
ら
乗
船
し
、世
界
遺

産
で
日
本
三
景（
松
島
・
天
橋
立
）の
宮
島
に
渡

り
、日
本
三
大
弁
財
天
と
宮
島
大
仏
の
大
願
寺

及
び
大
聖
院
に
お
参
り
す
る
。た
だ
シ
ン
ボ
ル

の
厳
島
神
社
朱
色
の
大
鳥
居
は
修
理
中
で
見

る
こ
と
が
出
来
ず
、少
し
残
念
な
思
い
。昼
食

は
名
物
の
ア
ナ
ゴ
飯
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
年
度
は
徳
島
に
て
再
会
を
約
し
て
解
散

し
ま
し
た
。

参
加
者（
順
不
同
・
敬
称
略
）

多
門
誓
信
・
泰
代
夫
妻
、鈴
木
賢
浄
・
登
代
子

夫
妻
、松
田
俊
教
・
あ
け
み
夫
妻
、小
松
原
雅

康
、川
瀬
良
禅
・
千
里
子
夫
妻
、岡
崎
實
雲
、曽

我
部
大
晋
、鐘
ヶ
江
尊
明
・
ま
ゆ
み
夫
妻
、近

藤
靖
典
・
信
子
夫
妻
、菅
梅
素
弘
・
房
枝
夫
妻
、

中
島
真
隆
・
浩
子
夫
妻

（
同
期
会
幹
事　

中
島
真
隆　

記
）

九
州
支
部（
鎮
西
会
）総
会

令
和
元
年
９
月
10
日（
火
）、午
後
４
時
か

ら
福
岡
市
・
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
に
て
21
名
が
参

加
し
て
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
担
当
福
岡
県
代
表
・
西
宏
円
師

の
司
会
で
御
法
楽
、髙
瀬
覚
照
支
部
会
長
の

挨
拶
が
行
わ
れ
、担
当
県
理
事
・
山
本
文
雄
師

を
議
長
に
選
出
し
議
事
へ
と
入
り
ま
し
た
。

イ
）平
成
30
年
度 

会
計
報
告

＝
総
会
資
料
に
基
づ
き
報
告
の
後
、原
案

通
り
承
認
＝

ロ
）会
計
監
査
報
告

＝
会
計
監
査
の
結
果
、適
正
処
理
で
あ
る

事
を
報
告
し
原
案
通
り
承
認
＝

ハ
）次
回
開
催
地
の
件

＝
大
分
県
別
府
市
内
と
し
、詳
細
は
後
日

連
絡
で
承
認
＝

ニ
）そ
の
他

＝
鹿
児
島
県
理
事
交
代
の
件
、後
任
山
口

覚
法
師
で
原
案
通
り
承
認
＝

引
き
続
き
、高
野
山
大
学
乾
龍
仁
学
長
、

鐘
ヶ
江
尊
明
同
窓
会
長
か
ら
の
ご
挨
拶
が

行
わ
れ
、御
法
楽
、閉
会
の
辞
、記
念
撮
影
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
６
時
か
ら
の
懇
親
会
で
は
、西
師
司

会
の
も
と
、担
当
県
代
表
の
渡
辺
弘
敦
師
が

挨
拶
を
述
べ
、同
窓
会
長
・
鐘
ヶ
江
尊
明
師
か

ら
祝
辞
を
賜
り
、支
部
顧
問
・
江
頭
弘
勝
師

の
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
旧
交
を
温
め
ま
し

た
。参
加
者
一
同
校
歌
斉
唱
の
後
、来
年
大
分

県
で
再
会
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
担
当
県
理

事
・
青
木
隆
範
師
の
万
歳
三
唱
に
て
盛
会
に

閉
会
し
ま
し
た
。

参
加
者(

順
不
同
・
敬
称
略)

乾
龍
仁
、鐘
ヶ
江
尊
明
、渡
辺
弘
敦
、三
船
公

寶
、西
宏
円
、薮
邦
彦
、吉
永
重
造
、堤
大
恵
、

喜
多
村
龍
介
、才
田
亮
舜
、稲
生
隆
英
、髙
瀬

覚
照
、後
藤
田
寛
光
、赤
星
善
生
、山
本
文
雄
、

有
森
隆
英
、曽
我
部
禎
晃
、青
木
隆
範
、金
丸

宥
韶
、江
頭
弘
勝
、松
隈
康
伸

　
　

  （
事
務
局
長　

松
隈
康
伸　

記
）

北
海
道
支
部
総
会

令
和
元
年
度
第
25
回
高
野
山
大
学
同
窓

会
北
海
道
支
部
総
会
が
、令
和
元
年
10
月
３
日

（
木
）札
幌
ジ
ャ
ス
マ
ッ
ク
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
花

遊
膳
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

御
法
楽
の
後
、山
本
弘
詔
支
部
長
挨
拶
、引

き
続
き
事
務
局
か
ら
平
成
30
年
度
事
務
報
告

並
び
に
会
計
報
告
・
監
事
報
告
を
滞
り
な
く

終
え
、来
賓
と
し
て
鐘
ヶ
江
尊
明
同
窓
会
会

長
様
、乾
龍
仁
学
長
様
、飛
鷹
全
法
同
窓
会
事

務
長
様
か
ら
ご
挨
拶
と
大
学
の
現
況
報
告
を

い
た
だ
き
、又
建
設
的
な
意
見
交
換
が
あ
り
、

有
意
義
な
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、懇
親
会
に
移
り
、盛
会
の
う

ち
に
今
年
度
の
同
窓
会
を
終
え
ま
し
た
。

参
加
者(

順
不
同
・
敬
称
略)

鐘
ヶ
江
尊
明
会
長
、乾
龍
仁
学
長
、飛
鷹
全
法

同
窓
会
事
務
長

山
本
弘
詔
、松
尾
正
善
、笠
谷
覚
真
、福
井
全

雅
、宮
下
栄
隆
、國
本
弘
泰
、西
内
隆
真
、琢
磨

俊
秀
、丸
山
泰
観
、郷
司
隆
澄
、秋
山
有
洋
、山

本
智
弘
、油
屋
泰
澄

（
事
務
局
長　

油
屋
泰
澄　

記
）

三
九
会

高
野
山
大
学
三
九
会(

昭
和
39
年
卒
・
会
長

山
田
戒
乗)

は
、卒
業
後
20
年
目
に
第
１
同
窓

会
を
和
歌
山
市
の
新
和
歌
浦
で
開
催
し
て
以

来
今
年
で
第
34
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
神
戸
・
和
歌
山
地
区
が
当
番
幹
事

を
勤
め
、京
都
市『
京
都
東
急
ホ
テ
ル
』に
令

和
元
年
10
月
３
日（
木
）～
４
日（
金
）の
一
泊

二
日
で
開
催
し
ま
し
た
。心
配
し
て
い
ま
し

た
台
風
18
号
も
日
本
海
に
方
面
に
去
り
、３

日
午
後
３
時
に
全
国
各
地
か
ら
同
窓
生
23
名

が
集
合
し
、午
後
３
時
半
か
ら
三
九
会
同
窓

生
の
物
故
者
追
善
法
要
の
為
、京
都
市
上
京

区
に
あ
る
高
野
山
真
言
宗
京
都
別
院（
柏
田

良
辨
主
監
）へ
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
て
移
動
、

京
都
別
院
の
本
堂
を
お
借
り
し
ま
し
た
。主

監
の
柏
田
僧
正
様
か
ら
京
都
別
院
の
由
緒
等

お
話
し
い
た
だ
き
、持
参
し
た
物
故
者
の
戒

名
を
連
ね
た
掛
け
軸
を
掲
げ
て
幹
事
導
師
の

元
、全
員
で
追
善
回
向
を
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
ホ
テ
ル
に
戻
り
夕
食
懇
親
会
と
な

り
、当
番
幹
事
よ
り
欠
席
者
の
近
況
報
告
や

参
加
諸
兄
が
お
互
い
近
況
を
語
り
合
い
、幹

事
が
中
締
め
を
宣
言
し
、ホ
テ
ル
の
二
次
会

の
席
に
移
動
し
て
夜
遅
く
ま
で
懐
か
し
い
思

い
出
話
や
各
自
の
健
康
状
態
の
意
見
交
換
な

ど
、楽
し
い
一
時
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り

時
間
の
経
過
を
忘
れ
る
程
和
や
か
な
雰
囲
気

と
な
り
ま
し
た
。

翌
４
日
は
午
前
９
時
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
京
都
御
苑
に
あ
る『
京
都
迎
賓
館
』を
一
番

乗
り
し
て
訪
問
し
、専
門
ガ
イ
ド
に
よ
り
建

物
や
調
度
家
具
・
伝
統
工
芸
品
の
数
々
等
詳

し
く
説
明
を
受
け
、外
国
か
ら
の
賓
客
の
お

も
て
な
し
の
迎
賓
館
に
つ
い
て
伺
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
広
大
な
御
所
周
辺

を
ゆ
っ
く
り
散
策
し
、バ
ス
で
ホ
テ
ル
近
く
の

西
本
願
寺
阿
弥
陀
堂（
今
年
２
月
よ
り
内
陣

の
修
復
工
事
中
）と
御
影
堂
を
参
拝
し
、東
急

ホ
テ
ル
に
戻
り
昼
食
後
午
後
２
時
半
過
ぎ
に

散
会
と
な
り
、来
年
の
三
九
会
は
四
国
地
区

を
候
補
に
挙
げ
、元
気
で
又
再
会
し
よ
う
と

誓
い
次
の
幹
事
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
致
し
ま

し
た
。

参
加
者(

順
不
同
・
敬
称
略)

堀
井
隆
川
夫
妻
・
武
田
義
昭
夫
妻
・
田
村
清
光

夫
妻
・
井
村
正
身
夫
妻
・
寺
島
愼
佳
夫
妻
・
和

田
捷
海
夫
妻
・
木
村
宥
泉
夫
妻
・
山
田
戒
乗
・

横
山
寿
夫
・
野
溝
良
尊
・
井
上
雅
雄
・
井
下
瑩

潤
・
柴
坂
和
臣
・
肥
田
啓
章
・
松
本
文
秀
・
丸
井

弘
亘

神
戸
・
和
歌
山
地
区
担
当
幹
事　

田
村
清
光
・
丸
井
弘
亘（
丸
井　

記
）

大
阪
支
部
総
会

令
和
元
年
10
月
28
日（
月
）大
阪
新
阪
急
ホ

テ
ル
に
於
い
て
30
名
の
参
加
を
得
て
、「
令
和

元
年
度
大
阪
支
部
総
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

御
法
楽
の
後
、吉
川
峰
明
会
長
が
挨
拶
、続

い
て
乾
龍
仁
学
長
か
ら
ご
挨
拶
と
大
学
の
現

状
報
告
が
あ
り
、今
年
度
の
総
会
議
事
に
つ

い
て
は
事
務
局
か
ら
説
明
と
報
告
が
さ
れ
、

次
期
会
長
と
し
て
承
認
さ
れ
た
對
馬
康
全
理

事
の
挨
拶
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

続
い
て
、作
家
で
あ
り
、高
野
山
真
言
宗
本

山
布
教
師
で
も
あ
る
家
田
荘
子
師
か
ら「
こ
の

世
に
生
ま
れ
、生
き
て
、生
か
さ
れ
て
・・・
。～

お
大
師
さ
ま
と
と
も
に
～
」と
題
し
て
ご
講
演

い
た
だ
き
、作
家
と
し
て
の
取
材
や
実
体
験
、

そ
し
て
身
近
な
問
題
か
ら
深
い
信
仰
に
も
と

づ
く
、非
常
に
興
味
深
く
、参
考
に
な
る
話
を

た
く
さ
ん
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
は
、鐘
ヶ
江
尊
明
同
窓

同窓会だより 第56号

和歌山支部総会 

広島県同窓会

昭和38年入学同期会

九州支部（鎮西会）総会

北海道支部総会

三九会

音楽部０Ｂ会

大阪支部総会
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林　
　

義
弘

原　
　

寛
次

日
野
西
真
応

福
岡　

有
法

藤
田　

量
典

藤
原　

栄
善

正
井　

光
章

正
井　

文
章

正
木　

良
澄

松
田　
　

咲

松
田　

俊
教

松
田　

全
弘

村
田　

篤
彦

籔
地　

良
弘

山
崎　

泰
廣

山
地　

康
照

山
地　

弘
純

山
田　

恵
昭

山
田　

泰
雄

山
本　

剛
補

山
本　

宣
昭

湯
口　

宥
彦

吉
尾　

睦
夫

米
田　

宗
玄

若
林　

義
導

和
多　

秀
乘

和
多　

眞
乘

渡
邊　

貴
道

渡
邊　

美
佳

［
奈
良
県
］

上
田　

廣
祐

金
森　

光
瑞

北
川　

慈
照

古
渕　

文
章

坂
口　

隆
宏

佐
々
木
幸
郎 

鈴
木　

貴
晶

田
尾　

秀
寛

髙
畑　

公
信

田
中　

真
瑞

永
田　

善
弘

奈
良　

雅
弘

平
岡　

晋
輔

松
井　

隆
明

山
下　

真
弘

山
田　

隆
史

吉
田　

智
照

［
高
野
山
］

東　
　

伸
光

稲
葉　

法
研

内
海　

照
隆

木
下　

清
美

木
下　

明
道

近
藤　

大
玄

近
藤　

本
淳

齋
藤　

天
譽

齋
藤　

醸 

一

佐
伯　

公
隆

佐
伯　

公
応

山
東　

幸
雅

添
田　

昭

高
岡　

真

高
岡　

晴

竹
内　

崇
雄

田
島　

聖
章

田
島　

聖
基

豊
田　

高
暢

仲
下　

瑞
法

中
西　

啓
寶

中
西　

雄
泰

野
田　

祐
治

土
生
川
正
道

土
生
川
正
賢

土
生
川
知
永

飛
鷹　

全
隆 

藤
田　

光
寛

松
長　

有
慶

道
上　

和
弘

宮
﨑　

惠
仁

宮
島　

基
行

宮
武　

眞
雄

目
黒　

寿
典

山
口　

耕
榮

［
和
歌
山
県
］

相
田　

英
伸

東　
　

智
學

安
念　

清
邦

石
神　

正
浩

稲
垣　

泰
秀

岩
橋　

哲
也

上
田　

光
崇

上
田　

智
照

生
地　

清
祥

沖
見　

優
寛

織
田　

康
照

笠
原　

貴
雄

金
森　

良
温

栗
生　

誠
悟

小
谷　

典
子

紺
田　

昌
隆

佐
伯　
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本
龍

坂
田　

光
斎

貞
吉　

宏
隆

貞
吉　

信
昭

清
水　

房
雄

末
岡　

成
規

末
岡　

秀
公

末
岡　

秀
康

杉　
　

成
玄

角
川　

博
泉

橘　
　

隆
寛

對
馬　

康
全

永
島　

龍
弘

中
西　

英

中
村　

祥
海

野
口　

眞
戒

野
口　

真
龍

萩
野　

龍
彰

濵
元
さ
よ
り

原
田　

秀
夫

東
原　

哲
夫

福
本　

幸
子

藤
永　

隆
弘

二
上　

寛
弘

二
上　

寛
順

堀
田　

啓 

一

松
尾　

光
明

松
本　

崇
雄

水
谷　

明
乗

宮
﨑　

昌
憲

宮
武　

正
信

森　
　

泰
俊

森　
　

快
隆

山
内　

丈
士

山
上　

泰 

一

吉
田　

法
禪

頼　
　
　

毅

渡
邊　

公
雄

渡
邉　

朋
則

渡
辺　

密
祐

［
兵
庫
県
］ 

浅
田　

覚
道

朝
野　

潤
建

東　
　

典
子

池
田　

航
大

石
野　

秀
典

泉　
　

龍
雄 

伊
藤　

浄
厳

伊
藤　

淨
舟

伊
藤　

全
浄

伊
藤　

美
妙

井
上　

真
雅

井
上　

宥
性

今
井　

弘
道

井
村　

正
身

井
村　

正
浩

岩
木　

幸

上
田　

泰
稔

宇
賀　

浩
生

宇
喜
多
智
弘

大
木　

亮
子

大
西　

良
之

岡
澤　

伸
祐

岡
部　

兼
海

奥
川　

正
観

鑑　
　

快
穣

鑑　
　

久
子

加
古　

和
明

加
古
原
大
岳

神
谷　

健 

一

岸
本　

幸
雄

木
田　

亮
仁

北
垣　

了
幹

衣
笠　

宥
清

桐
村　

明
昇

後
藤　

幸
瑞

小
松　

真
典

小
紫　

秀
真

小
山　

舜
永

小
山　

舜
厳

小
山　

真
永

佐
伯　

慈
海

佐
伯　

良
全

佐
久
間
大
道

篠
原　

秀
典

芝
田　

恵
美

志
摩　

大
順

志
摩　

圭
祐

庄
野　

貴
博

神
保　

博
舟

瀬
尾　

弘
澄

高
倉　

弘
周

高
田　

玄
明

竹
前　

快
宏

竹
前　

快
尚

龍
田　

宗
光

龍
田　

真
生

多
門　

誓
信

多
門　

高
宣

多
門　

希
美

高
橋　

紹
之

高
橋　

弘
子

田
村　

清
光

丹
生　

崇
圓

東
郷　

安
隆

田
路　

孝
尚

徳
岡　

恵
全

所　
　

祥
瑞

中
谷　

昌
善

中
谷　

邦
明

中
辻　

康
司

長
原　

敬
真

長
原　

敬
峰

名
越　

良
全

南
岳　

杲
雲 

西
蔵　

全
祐

野
中　

英
照

長
谷
川
龍
光

二
三
の
会
様（
５
万
円
）

長
原
敬
峰
様（
１
万
円
）

長
原
敬
真
様（
１
万
円
）

橋
本
高
諄
様（
５
千
円
）

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

寄 

附 

御 

礼

［
北
海
道
］

油
屋　

泰
澄 

③

国
本　

弘
泰 

③

中
道　

寛
雄 

③

中
道　

良
雄 

③

前
川　

恭
杜 

③

小
畑　

実
全 

⑥

［
秋
田
県
］

高
橋　
　

眞 

③

［
宮
城
県
］

跡
部　

正
紀 

③

［
埼
玉
県
］

内
田　

正
子 

③

山
本　

幸
宏 

③

［
千
葉
県
］

新
井　

超
雲 

③

小
澤　

英
夫 

③

桜
井　

智
仙 

③

［
東
京
都
］

丹
羽　

基
広 
③

丸
田　

紫
永 
③

山
田　

壽
三 

③

［
神
奈
川
県
］

河
口　
　

脩 

③

濱
田　

高
光 

③

美
松　

寛
昭 

○

［
新
潟
県
］

樺
沢　

賢
教 

③

清
田　

道
子 

③

［
富
山
県
］

鵜
山　

尚
巻 

⑩

［
石
川
県
］

森　
　

雅
秀 

④

［
福
井
県
］

北
川　

真
寛 

③

［
長
野
県
］

小
野　

武
彦 

③

岡
庭　

和
子 

③

［
岐
阜
県
］

河
合　

了
栄 

③

桒
井　

佳
照 

③

玉
護　

雅
秀 

③

［
静
岡
県
］

村
松　

千
恵 

⑥

［
愛
知
県
］

石
黒　

憲
亮 

③

渡
邊　

弘
雅 

③

［
三
重
県
］

井
戸
本
知
香 

③

岩
鶴　

密
雄 

③

岩
鶴　

密
伝 

③

柏
木　

文
雄 

③

田
村　

美
幸 

③

中
川　

拓
真 

③

［
滋
賀
県
］

髙
田　

功
應 

③

［
京
都
府
］

泉　
　

彰
弘 

③

釋　
　

龍
雄 

③

今
村　

祐
恵 

⑨

［
大
阪
府
］

青
谷　

正
麿 

③

上
野　

康
弘 

③

鎌
苅　

顕
行 

③

四
良
丸
弘
志 

③

村
主　

弘
禪 

③

清
野　

智
久 

③

橘　
　

良
寛 

③

田
中　

宏
和 

③

中
垣
内
臨
慎 

③

濱
田　

弘
雅 

③

林　
　

政
孝 

③

御
前　
　

正 

③

山
本　

拓
史 

③

吉
川　

信
雄 

③

渡
辺　

密
祐 

③

中
村　

信
恭 
⑥

田
中　

裕
心 
⑩

［
兵
庫
県
］

明
楽　

弘
信 

③

猪
原　

退
蔵 

③

池
谷　

真
勝 

③

猪
股　

秀
美 

③

大
槻　

真
澄 

③

桂　

智
津
美 

③

長
澤
伸
一
郎 

③

中
山　

祐
昭 

③

中
山　

戒
仁 

③

西
浦　

秀
法 

③

藤
本　

義
性 

③

藤
本　

義
法 

③

湯
口　

恍
規 

③

吉
田　

昭
彦 

③

名
越　

良
全 

⑩

［
奈
良
県
］

中
西
ト
ミ
子 

③

服
部　

鳳
圓 

③

［
高
野
山
］

薮
本　

寿
紀 

③

薮
本　

竜
明 

③

薮
本　

真
紀 

③

［
和
歌
山
県
］

織
田　

康
隆 

③

金
森　

良
祐 

③

阪
田　

哲
晃 

③

菅
原　

章
光 

③

藤
田　

和
正 

③

［
岡
山
県
］

阿
形　

公
亮 

③

明
楽　

俊
應 

③

井
上　

観
賢 

③

大
石　

賢
映 

③

小
林　

昭
道 

③

出
口　

太
朗 

③

中
野　

隆
章 

③

中
村　

弘
榮 

③

二
宮　

栄
堅 

③

主
原　

啓

 

③

原　
　
　

恵 

③

平
　

信
聖 

③

福
田　

篤
二 

③

木
下　

富
夫 

⑤

藤
原　

優
法 

⑤

山
本　

隆
章 

⑥

今
村　

寛
玄 

⑩

［
広
島
県
］

金
尾　

英
正 

③

歸
山　

快
丈 

③

髙
橋　

憲
吾 

③

中
田　

徹
道 

③

松
山　

法
明 

③

横
山　

宣
澄 

③

金
尾
眞
澄
美 

⑥

［
山
口
県
］

井
田　

覚
晶 
③

［
徳
島
県
］

 

一
宮　

英
真 

③

岩
佐　
　

昇 

③

大
森　

秀
尊 

③

濵
川　

信
裕 

③

宮
内　

督
公 

③

山
本　

真
生 

③

田
中　

常
信 

⑤

鷲
野　

良
仁 

⑨

［
香
川
県
］

岩
井　

孝
和 

③

小
林　

宥
心 

③

佐
尾
山
栄
幸 

③

十
河　

瑞
澄 

③

森　
　

祐
敬 

③

［
愛
媛
県
］

鴨
井　

智
峯 

③

竹
本　

仁
弘 

③

富
樫　

清
忠 

③

古
川　

光
規 

③

星
野　

敬
昌 

③

山
根　

隆
顕 

③

鈴
木　

永
諄 

⑤

［
高
知
県
］

垣
上　

圓
介 

③

［
福
岡
県
］

内
野　

信
義 

③

大
江　
一 

正 

③

城
戸
観
恵
子 

③

高
松　

亮
誓 

③

武
末　

敏
明 

③

矢
野　

克
典 

③

山
上　

チ
カ 

③

［
佐
賀
県
］

黒
髪　

寛
延 

③

後
藤
田
寛
光 

③

［
長
崎
県
］

稲
生　

弘
城 

③

［
熊
本
県
］

井
上　

照
章 

③

本
山　
　

繁 

③

［
宮
崎
県
］

新
宮　

敏
郎 

③

長
谷
川
慈
弘 

③

［
鹿
児
島
県
］

西
田　

覚
剛 

③

松
元　

優
樹 

③

吉
見　

和
人 

③

 

新
し
く
納
入
の
方
々

　
　
　
（
単
位 

万
円
）

終
身
会
費

［
北
海
道
］

小
笹　

智
子 

⑨

［
大
阪
府
］

元
木　

成
彦 

⑨

［
兵
庫
県
］

岡
本　

宜
照 
⑨

［
福
岡
県
］

藤
本
久
美
子 

⑨

［
佐
賀
県
］

嬉
野　

智
昭 

⑨

嬉
野　

裕
昭 

⑨

［
熊
本
県
］

村
端　

秀
映 

⑨

30

同窓会だより 第56号

○
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

同
窓
会
で
は
、大
学
か
ら
提
供
を
受
け
た
会

員
の
個
人
情
報
を
、次
の
場
合
を
除
き
第
三
者

に
提
供
い
た
し
ま
せ
ん
。②
、③
に
つ
い
て
は
、

依
頼
人
よ
り
個
人
情
報
利
用
誓
約
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
会
員
を
対
象
と
し
た
印
刷
物
を
発
送
す
る

場
合

②
各
支
部
組
織
の
事
務
局
か
ら
の
依
頼
が

あ
っ
た
場
合

③
入
学
・
卒
業
等
の
年
次
別
の
同
窓
会
を
開
催

す
る
場
合

④
同
窓
会
役
員
会
が
提
供
を
認
め
た
場
合

○
新
し
い
支
部
の
設
立

支
部
組
織
は
、都
道
府
県
単
位
を
基
本
と

し
て
お
り
ま
す
が
、都
道
府
県
単
位
よ
り
も
大

き
な
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
や
小
さ
な
地
区
組
織
、ま

た
は
、入
学
・
卒
業
等
の
年
次
別
で
も
設
立
が

可
能
で
す
。役
員
会
の
承
認
に
よ
り
、正
式
な

団
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、支
部
設
立
準
備

助
成
金
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

○
同
窓
生
親
睦
会
へ
の
補
助

事
前
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
、

祝
電
・
ご
祝
儀
等
お
手
配
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。   

○
会
報
の
お
届
け

会
報
は
、全
同
窓
生
の
皆
様
に
発
送
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、ご
家
族
で
一
通
の
お
届
け
を

ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。 

※
住
所
や
氏
名
を
変
更
さ
れ
た
方
も
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

同
窓
会
事
務
局
で
は
会
員
皆
様
の
色
々
な

情
報
や
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。各

種
同
窓
会
の
様
子
、学
生
時
代
の
思
い
出
な

ど
、四
百
字
以
内
に
ま
と
め
写
真
も
添
え
て
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
各
種
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
６
４
８
―
０
２
８
０

伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
三
八
五

高
野
山
大
学
同
窓
会
事
務
局

電　

話　

０
７
３
６
―
５
６
―
２
９
２
１

　
　
　
　
（
内
線

112
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
３
６
―
５
６
―
２
７
４
６

 E-m
ail dosokai@

koyasan-u.ac.jp

※
必
ず
氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
等

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
同
窓
会
費
納
入
の
お
願
い

同
窓
会
年
会
費
３
千
円
、終
身
会
費
９
万
円

（
累
計
額
を
含
み
ま
す
）は
、同
封
の
振
込
用

紙
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

複
数
年
度
分
を
一
括
し
て
納
入
さ
れ
る
場

合
は
、そ
の
旨
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。尚
、

現
在
の
個
人
納
入
状
況
等
が
ご
不
明
な
方
は

同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

発
送
処
理
上
、既
に
今
年
度
の
会
費
や
終
身

会
費
を
納
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
方
に
も
振

替
用
紙
を
同
封
い
た
し
て
お
り
ま
す
。何
卒
ご

了
承
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

平
成
18
年
度
以
降
の
新
入
生
の
方
々
に
は
、

入
学
時
に
終
身
会
費
６
万
円
を
、通
信
生
・

別
科
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
コ
ー
ス
の
方
々

に
は
授
業
料
納
付
時
に
年
会
費
３
千
円
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

高
野
山
大
学
同
窓
会
奨
学
生
決
定

　

令
和
元
年
度
の
高
野
山
大
学
同
窓

会
奨
学
生
は
、学
生
部
協
議
会
に
お
い

て
次
の
２
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

【
新
入
生
奨
学
金
・
年
額
10
万
円
】

　

大
江　

峻
弘（
密
教
学
科 

・ 

１
年
）

【
在
学
生
奨
学
金
・
年
額
20
万
円
】

　

神
内　

崇
矩（
密
教
学
科 

・ 

２
年
）

以
上
2
名

会
会
長
に
よ
る
ご
挨
拶
と
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま

り
、会
員
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
、短
い
時
間

で
し
た
が
有
意
義
な
時
間
を
盛
会
の
内
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　（

事
務
局
長　

坂
田
光
斎　

記
）

同
窓
会

海
外
交
流
助
成
金
授
与
式

令
和
元
年
７
月
17
日（
水
）に
高
野
山
大
学
同

窓
会
海
外
交
流
助
成
金
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、留

学
生
８
名
に
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。授
与

式
に
は
飛
鷹
全
法
同
窓
会
事
務
長
、乾
龍
仁
学
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

（
学
生
サ
ポ
ー
ト
課　

記
）

訃　

報
同
窓
会
役
員
の
曽
根
義
泉
理
事
が
、

令
和
元
年
10
月
９
日
に
ご
遷
化
さ
れ
ま

し
た
。同
窓
会
発
展
の
た
め
多
大
な
る

ご
尽
力
を
賜
り
、ご
生
前
の
ご
教
導
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
費
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々

令
和
元
年
６
月
１
日
～
令
和
元
年
10
月
31
日
現
在　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

※
氏
名
下
の
○
内
の
数
字
は
会
費
の
納
入
金
額（
単
位 

千
円
）を
表
し
ま
す
。

同窓会海外交流助成金授与式

台
風
・
豪
雨
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
、心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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